
相互理解
協力隊員が任地の人々を理解していくように、隊員を通して
日本の状況が理解されていく。この草の根レベルの交流が、
開発途上国・地域と日本との間の友好親善と相互理解の深化につながっていく。

NPO NGO
活動を通して相互理解と友好親善を
培った協力隊員は、友好親善を広め、相
互理解を深めるための活動を続けてい
る。帰国隊員たちが設立した多くの
NPO、NGOの一部を紹介する。

開発教育教材の草分けとなった「地球
の仲間たち」を80年代に作成。世界の
子どもたちとその生活に触れることが
できる同シリーズは、改良進化され広
く活用されている。（代表・臼井香
里：1975年エルサルバドル・美術）

AJA FOUNDATION
ガーナの小中学生への奨学資金給付を
行い、学校に来る機会を持てない子供
への識字教育や伝統工芸品のフェアト
レード促進にも取り組んでいる。（代

表・朝比奈裕子：1987年ガーナ・理数
科教師／とやま国際理解教育研究会代
表、事務局長・定村誠：1987年ガー
ナ・理数科教師）

バングラデシュ・日本双方の人材育成
やバングラデシュでの自立的な生活改
善活動を支援している。（代表・馬上
慎司：1984年バングラデシュ・家畜飼
育、本部長・馬上美恵子：1983年同・
家政）

NPO
赴任国ソロモンへの紛争復興支援をき
っかけに設立し、パプアニューギニア、
ソロモン諸島で循環型有機農業振興プ
ロジェクト、国内での環境教育活動を
実践している。（代表理事・伊藤健
治：1993年ソロモン諸島・視聴覚教
育）

JOCA
帰国隊員が中心になり1983年に設立。
開発途上国で培われた国際協力活動等
の経験を広く社会に還元することを目
的とする。各都道府県のOB・OG会、
派遣国別や職種別の帰国隊員組織が属
し、活動を展開している。

学費が払えず退学となってしまう生
徒のために奨学金制度を設立する隊員
や帰国隊員有志は多い。ケニアのケス
テスは、個人的に学費援助を行ってき
た隊員たちが、1983年に開始した奨学
金制度。隊員有志の運営で、奨学金支
給、募金活動、広報誌発行を行なう。帰
国隊員も協力し、相互理解を呼びかけ
ている。奨学生は延べ400人を超える。
このほかにも隊員や帰国隊員有志に
よる奨学金制度が多数あり、多くの奨
学生を育成している。18

協力隊員の同僚や教え子は、それぞれの国で指導的な役割を果たし、活躍している。
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社会還元
隊員たち自身が「帰ってからが本当の協力隊」と言いならわしているように、

JICAボランティアが、その経験を日本社会や国際社会に
還元することは重要である。多くの例からその一部を紹介する。

協力隊員となった現職教員たちは、
現地の情報や写真、子どもたちの絵な
どを日本の教え子に送り、生徒の国際
理解の芽を育てている。途上国の多様
性を経験した教師が、日本の教育現場
に与えるインパクトは大きいものがあ
り、協力隊参加を「教員の資質の向上の
機会」ととらえる市教育委員会もある。
帰国後、復職を合わせ教職に就いた
者は1,600人を超えている。

帰国隊員はJICAの実施する「出前講
座」をはじめとする開発教育支援にお
いて、国際協力への理解を深めるため
に活躍している。また開発教育全国集
会の運営に携わる帰国隊員たちもい
る。この集会を毎年主催しているのは、
協力隊事業を支援する市民による社団
法人・協力隊を育てる会である。他に
NPO開発教育協会（DEAR）でも、
多くの帰国隊員が開発教育に関する調
査研究、教材開発、情報交換ネットワー
クや「学びの場」づくりに努めている。

同協会にボランティアとしてかかわっ
ている木下理仁さん（1988年スリラン
カ・コンピュータ技術）は、さらに地域
でも開発教育に取り組もうと「かなが
わ開発教育センター」を立ち上げた。

（小野寺徹：1994年ケニア・自動車整備）
現在有機農業を営む小野寺さんの隊
員時代の職種は自動車整備だった。赴
任先のケニアの自然と動物に触れ、生
きる基本は農業だと帰国後就農を決
意。農業の基本から学び、現在では農
業分野で協力隊員を目指す人々を支援
する活動も行っている。

（藤浩志：1986年パプアニューギニ
ア・美術）
藤さんは、使われなくなったり、廃
棄されるような身の周りの物を素材と
した前衛芸術作品を発表している。さ
らに全国各地で環境教育につながるイ
ベントを開催するなど、ジャンルに縛
られない企画・創作活動で知られてい
る。その活動の原点になっているのが、
隊員当時の生活を通して得た「一見あ
りふれた価値のないものが、予想もつ
かない素晴らしい存在になる」という
体験・印象だった。

（小倉健一郎：1979年フィリピン・家
畜飼育）
小倉さんは隊員活動後、医師として
援助活動に参加したいと国立医大に進
学。兵庫県の病院勤務時に阪神・淡路

大震災を経験し、NGOのAMDA（ア
ジア医師連絡協議会）の活躍に接する。
AMDAやJICA国際緊急援助隊に所属
して海外医療活動を継続する一方で、
東京都の離島の代診医も務める。

（小尾二郎：1984年ネパール・理数科
教師）
小尾さんは帰国の翌年から17年にわ

たり公立夜間中学に奉職し、国内にお
いて「人間の安全保障」に目を向けた
業務を遂行した。生徒は、10代から80

代と年齢、国籍、学習経験もさまざま
で、中学校での学習内容に加え、日本
語の学習もしている。この経験をまと
め、出版する予定という。

（平野晶：1993年パラグアイ・養護）
平野さんは赴任前より障害児教育に
携わっていたが、パラグアイで多くの
在宅障害児に出会い、医療的アプロー
チの必要性を痛感。夜間の作業療法士
科に進学し、現在は病院の作業療法士
として思春期から高齢者まで精神疾患
を抱える患者さんの治療に携わっている。

（坂口春海：1972年マレーシア・日本
語教師）
国際機関、JICA、NGO、コンサル

タント会社などで国際協力の現場に戻
り活躍している多くの隊員経験者がい
る。なかでも国際公務員となった先が
けが坂口さんである。1978年にUNDP

（国連開発計画）職員となり、同本部
やUNV（国連ボランティア計画）本
部の他、アフガニスタンなど多くの開
発途上国において活躍した。 19
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JICA

1954 29

1955 30

1956 31

1961 36

1962 37 OTCA

1964 39 OECD

1965 40 4.20 JOCV
12.24

1968 43

1969 44 OB
10

1971 46 OB UNV UNV

1973 48

1974 49 JICA

20

1976 51

1979 54

1980 55 30

1982 57 OB EVI

1983 58

1985 60 OB EVI

1986 61 40

1989 1 50

1990 2 UNDP

1992 4 60
ODA

1994 6

1995 7

1996 8 IVSO

1997 9 IVSO

1998 10 70

2000 12

MDGs

2003 15 JICA
80 ODA

2004 16

2005 17 IVCO IVSO

JICAボランティア事業の歩み
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